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2. Realized volatility 
時刻(日次) tにおける金融資産の値格をPtとすると、収益率号は
rt = logpt -logpト 1
で定義される。そして、収益率は
yt=σtε"t 
( 1 ) 
(2 ) 
と表されるとする。ボラティヲティはσtまた辻σfで定義される。ここで、 εf辻標準正規分布に従う変
数とする。日次 t における R~ は、日中収益率の 2 乗和を使って以下のように計算される。









イ=Jσ2 (s)ds ( 5 ) 







て R~ を計算し、日次収益率の分散と一致するように修正ファクターをかけることにする。 T 倍の日次
収益率をえ，R2，.，RTとすると諺王ファクター cは以下のように計算される。











本研究では、 2006年3月 1から 2008年2月28Sまでの2年間のデータを利用した。解析し
た株倍は、東京証券取引所の比較的取引の多い7銘柄を利用したc 7銘柄の内訳i士、(1)みずほフィナン























圏 2 : 7 銘柄の収益率を科吊して求めた耳 /(CR~)1/2 の分布。






P(r) = Ip(σ2 )(2JZ"0" 2 r1/2 exp(一子-:;-)dσ2
:Lσ 
( 7 ) 
P(σ2)は予め、どのような関数であるかわかっている訳ではない。本研究では、 P(σ2)を RVから求
め、どのような関数が一番良くボ、ラティリティの分布を表すのかを調べる。国4は司立の株極に対して
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